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柘
植
ま
ち
協
・
役
員
会
開
催

遅
れ
て
居
り
ま
し
た
『
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
協
議

会
』
の
役
員
が
先
月
末
に
漸
く
決
定
の
運
び
と
成
り
、

６
月
７
日
、「
役
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』
は
平
成
１
６
年

〈
２
０
０
４
年
〉
に
設
立
さ
れ
、
立
ち
上
げ
に
寄
与

さ
れ
た
岡
島
久
司
氏
〈
元
・
上
野
高
校

校
長
〉
が
、

初
代
会
長
に
就
任
〈
２
期
在
任
〉
以
降
、
岡
島
正
尚

氏
・
岡
本
武
和
氏
・
清
水
一
利
氏
〈
２
期
在
任
〉、

阪
井
則
行
氏
・
半
田
三
都
生
氏
・
城
出
憲
一
氏
と
続

き
今
般
、
町
田
盛
次
氏
が
第
１
０
代
（
８
人
目
）
の

会
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。

此
の
１
７
年
間
の
『
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
』
の
経
緯
の
中
で
、
平
成
２
７
年
〈
２
０
１
５
年
）

と
、
平
成
２
９
年
〈
２
０
１
７
年
）
の
２
年
間
、
会

長
不
在
〈
空
席
）
と
為
る
事
態
に
陥
り
先
行
き
危
惧

さ
れ
た
次
第
で
す
が
、
今
回
も
難
航
。
結
果
、
新
た

な
役
員
体
制
の
基
で
心
機
一
転
「
柘
植
地
域
の
ま
ち

お
こ
し
」
に
向
け
始
動
し
始
め
た
次
第
で
す
。

先
月
の
第
２
６
９
号
に
掲
載
致
し
ま
し
た
会
長
就
任

挨
拶
の
中
で
表
明
し
て
お
り
ま
す
が
【
ま
ち
づ
く
り

ビ
ジ
ョ
ン
】
の
筆
頭
に
掲
げ
た
『
未
来
の
山
づ
く
り
』

事
業
は
、
岡
本
栄
市
長
を
座
長
と
す
る
伊
賀
市
全
体

の
事
業
構
想
の
一
環
と
し
て
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、

柘
植
地
域
の
産
業
興
隆
の
中
核
を
成
す
事
業
で
す
。

町
田
会
長
の
具
体
構
想
と
し
て
『
霊
山
』
の
中
腹

に
「
桜
」
を
植
樹
し
「
桜
の
山
」
と
し
て
整
備
。
桜

の
下
に
は
「
ミ
ツ
マ
タ
」
を
植
栽
し
黄
色
の
花
の
み

な
ら
ず
、
高
級
「
和
紙
」
の
原
料
と
し
て
も
育
成
し

て
行
く
事
業
計
画
で
す
。

本
植
樹
植
栽
活
動
は
「
治
山
・
治
水
」
の
観
点
か

ら
も
『
防
災
』
に
資
す
る
事
業
と
捉
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、『
柘
植
の
特
産
品
創
出
』
事
業
と
し
て
、

「
コ
ン
ニ
ャ
ク
」「
ヨ
モ
ギ
」
等
を
を
栽
培
し
、
そ
の

「
加
工
品
」
を
各
種
生
産
し
、
然
る
べ
き
場
所
に
て

「
販
売
」
し
て
ゆ
く
計
画
で
す
。

『
綺
麗
な
モ
ノ
を
見
て
、
美
味
し
い
モ
ノ
が
食
べ

ら
れ
れ
ば
、
自
然
と
人
は
集
ま
り
ま
す
。』

「
大
和
街
道
」
美
化
計
画
も
其
の
一
環
で
、
近
隣

の
様
々
な
「
旧
街
道
」
が
在
る
中
で
、
柘
植
地
域
の

「
大
和
街
道
」
が
最
も
整
備
が
遅
れ
て
居
り
、
美
観

面
で
も
他
に
比
べ
て
非
常
に
見
劣
り
す
る
と
云
わ
れ

て
い
ま
す
。
此
の
点
に
鑑
み
大
和
街
道
の
美
観
向
上

が
今
後
の
課
題
と
位
置
付
け
て
お
り
ま
す
。

左
記
に
新
役
員
を
紹
介
致
し
ま
す
。

前
列
中
央
が
新
任
の
町
田
盛
次
・
会
長
、
前
列
右
端

か
ら
、
宮
田
隆

司
・
副
会
長

〈
上
村
区
長
・

区
長
長
〉
、

松
山
隆
治
・
副

会
長
、
岡
山
恵

美
子
・
副
会

長
、
西
田
哲
也

・
副
会
長
〈
中

柘
植
区
長
・
副

区
長
長
〉

後
列
左
端
か
ら

内
田
泰
成
・
書

記
〈
事
務
局

長
〉
、
服
部
聖

子
〈
会
計
〉
、

清
水
則
雄
・
市

民
セ
ン
タ
ー
長

〈
事
務
局
次
長
〉
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柘
植
ま
ち
協
５
部
会
等

開
催
さ
る

『
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
』
に
於
け
る
、

５
つ
の
【
部
会
】
と
《
防
災
委
員
会
》
が
６
月
４
日

か
ら
順
次
開
催
さ
れ
、
遅
延
し
て
お
り
ま
し
た
「
部

会
長
」「
副
部
会
長
」
及
び
「
委
員
長
」「
事
務
局
長
」

が
左
記
通
り
決
定
し
た
次
第
で
す
。〈
敬
称
略
〉

【
教
育
文
化
部
会
】
部
会
長
・
松
山
文
雄
（
留
任
）

副
部
会
長
・
坪

健
治
（
留
任
）

【
人
権
同
和
部
会
】
部
会
長
・
橋
本
浩
信
（
留
任
）

副
部
会
長
・
堀
井
信
雄
（
新
任
）

【
健
康
福
祉
部
会
】
部
会
長
・
増
岡
茂
樹
（
新
任
）

副
部
会
長
・
岩
倉
唯
之
（
新
任
）

【
生
活
環
境
部
会
】
部
会
長
・
堀
田

稔
（
新
任
）

副
部
会
長
・
藤
井
広
司
（
新
任
）

【
産
業
交
流
部
会
】
部
会
長
・
林
田
一
雄
（
新
任
）

副
部
会
長
・
松
山
隆
治
（
新
任
）

副
部
会
長
・
岡
山
恵
美
子（
新
任
）

《
防
災
委
員
会
》

委
員
長
・
町
田
盛
次
（
新
任
）

事
務
局
長
・
服
部
文
昭
（
留
任
）

《
人
権
啓
発
推
進
委
員
会
》
委
員
長
・
橋
本
浩
信

《
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
》
議
長
・
柘
植
美
智
代

《
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
》
委
員
長
・
中
川
秀
紀

前
記
、
３
名
（
留
任
）

運
営
委
員
会

開
催
さ
る

上
述
通
り
、
５
つ
の
部
会
長
及
び
副
部
会
長
、
更
に

４
つ
の
委
員
長
等
が
決
定
し
た
事
を
受
け
、
遅
延
し

て
お
り
ま
し
た
令
和
３
年
度
の
『
運
営
委
員
会
』
が

６
月
１
８
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
』
が
６
月
２
０
日
迄
延
長

さ
れ
た
事
に
伴
い
、
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
に
於

い
て
も
午
後
８
時
迄
に
終
了
せ
ね
ば
為
ら
ず
、
午
後

６
時
半
か
ら
約
１
時
間
半
で
の
時
短
実
施
し
ま
し
た
。

議
事
は
、
左
記

の『
定
期
総
会
』

に
諮
る
議
案
と

し
て
、
令
和
２

年
度
事
業
報
告

・
決
算
報
告
・

監
査
報
告
／

令
和
３
年
度
事

業
計
画
・
予
算

案
に
関
し
て

〈
各
部
会
・
各

委
員
会
に
於
け

る
事
業
内
容

（
実
施
計
画
）

の
概
要
に
つ
い

て
〉
諮
問
し
た

次
第
で
す
。

定
期
総
会
は
書
面
表
決

現
下
の
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
は
３
密
を
避
け
ね
ば

為
ら
ず
、
８
０
人
を
超
え
る
会
合
は
不
可
に
尽
き
、

先
の
「
臨
時
総
会
」
同
様
『
書
面
表
決
』
と
為
り
ま

し
た
。
６
月
２
８
日
午
後
開
票
結
果
、
全
員
賛
成
を

以
っ
て
上
述
「
議
案
書
」
は
原
案
通
り
可
決
さ
れ
令

和
３
年
度
に
於
け
る
「
柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
」
の
運
営
に
関
わ
る
事
業
他
、
各
部
会
・
委
員
会

が
推
進
す
る
事
業
は
全
て
承
認
さ
れ
た
次
第
で
す
。

★
☆
★

編
集
後
記
☆
★
☆

▼
『
夕
立
の

雲
間
の
日
陰

晴
れ
そ
め
て

山
の
こ

な
た
を

渡
る
白
鷺
』《
藤
原
定
家
》・
・
夏
の
夕
立

が
止
ん
だ
後
、
雲
の
間
か
ら
日
が
射
し
始
め
、
山
の

こ
ち
ら
側
を
白
い
鷺
が
飛
ん
で
行
く
情
景
を
詠
ん
だ

も
の
。
藤
原
定
家
の
生
き
た
時
代
〈
平
安
末
期
か
ら

鎌
倉
時
代
初
期
〉
は
公
家
社
会
の
終
焉
に
伴
い
武
士

が
台
頭
す
る
激
動
期
。
混
迷
し
た
中
世
を
生
き
抜
い

た
定
家
は
日
本
を
代
表
す
る
歌
道
の
「
宗
匠
」
と
し

て
永
く
仰
が
れ
て
居
ま
す
。

▼
「
白
鷺
」
が
飛
び
交
う
里
の
光
景
は
８
０
０
年
以

上
経
過
し
た
令
和
の
現
在
で
も
今
尚
日
本
各
地
で
見

ら
れ
、
白
鷺
の
生
息
環
境
は
未
だ
保
た
れ
て
居
ま
す
。

絶
滅
危
惧
種
の
生
物
が
急
増
す
る
現
時
点
で
、
地
球

環
境
保
全
は
待
っ
た
無
し
。
様
々
な
災
禍
を
も
た
ら

す
異
常
気
象
や
激
甚
災
害
を
如
何
に
食
い
止
め
地
球

を
守
れ
る
の
か
・
・
・
人
類
の
責
務
で
有
り
叡
智
が

試
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼

七
月
「
文
月
」
の
由
来
は
、
七
夕
に
「
詩
歌
」
を

献
じ
た
事
か
ら
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。〈
清
水
〉


